
前回検討会での議論と中間とりまとめを踏まえた取組み
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資料１



第５回検討会での主な意見

○進め方について

・議論に基づく取組みが、総務省モデル事業として目に見える形で進んでいるのは一つの成果

・取組みにより見えてきた課題や成果を、さらなる議論にもつなげていくべき

・県モデルの全国展開もよいし、全国での好事例を真似ることもあってよい

・行政サービス全体の議論には時間がかかる。着手可能なものから取組みを進めるとよい

・個別の議論や取組みにおいても「県民の皆さんにとってはどうなのか」を一番に考えるべき

○今後取り組むべき分野等について

・ ＡＩ・デジタルの進展は速く、全体として方針を固めて動き出しても結果的にムダな動きに

なりかねない。小さくアジャイルに取り組み出すことも必要

・福祉や介護などの分野においてはどのような取組みが考えられるのか

・現場のニーズを考えるとき、行政職員の関わり方・働き方も重要な要素

・人材確保が困難な専門職・技術職を県で採用・派遣するという考え方もある

・公共施設、特に文化施設での取組みをスモールスタートでできないか
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検討会の中間とりまとめを踏まえた今年度の取組み①

＜検討会での議論の整理 ー ソフト面 ー＞

＜現在取組み中のもの＞

➢ 地域の農業経営基盤の強化 ・・・・・・ 週に数日、県普及指導員が氷見市庁舎内のサテライト

デスクに駐在し、農業者からの相談等に対応

➢ 災害時応援体制（ADST）の構築 ・・・ 農業用施設等に関する災害発生時の相互応援体制

を構築（県・市町村・土地改良区等が参画）、合同研修等

➢ 地域での日本語教育の推進 ・・・ 市町村と連携し、初期日本語教室（オンライン教室）を開催

※中間とりまとめ（抄）
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検討会の中間とりまとめを踏まえた今年度の取組み②

＜検討会での議論の整理 ー ハード面 ー＞

＜現在取組み中のもの＞

➢ 公共インフラのあり方検討 ・・・ インフラWGを設置し、道路・橋梁を中心に持続可能なインフラ

マネジメントのあり方や、インフラの「自分ごと化」について検討

➢ 群マネの試行 ・・・・・・・・・・・・ 県道と市道の維持管理業務（パトロール、路面補修）を一体的・

効率的に行う「群マネ」を魚津市で試行

➢ 公共施設管理方針の改訂 ・・・ 市町村との方向性の共有、オール富山での数値目標を検討

※中間とりまとめ（抄）



参考

5第３４次地方制度調査会資料（抄）
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以下、略

第３４次地方制度調査会資料（抄）
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第３４次地方制度調査会資料（抄）
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